
令
第
百
十
四
条
第
二
項

の
規
定
に
適
合
す
る
こ

と
の
確
認
に
必
要
な
図

書

令
第
百
十
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
防
火
上
支
障
が

な
い
も
の
と
し
て
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
部
分
に

該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項

令
第
百
十
四
条
第
二
項

の
規
定
に
適
合
す
る
こ

と
の
確
認
に
必
要
な
図

書

令
第
百
十
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
防
火
上
支
障
が

な
い
も
の
と
し
て
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
部
分
に

該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項

該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
に
必
要
な
事
項

〜
三
十
九

（
略
）

〜
三
十
九

の
二

（
略
）

四
十

法
第
六
十
一
条
の

規
定
が
適
用
さ
れ

る
建
築
物

法
第
六
十
一
条
本

文
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
建
築
物

配
置
図

隣
地
境
界
線
、
道
路
中
心

線
及
び
同
一
敷
地
内
の
他

の
建
築
物
の
外
壁
の
位
置

四
十

法
第
六
十
一
条
の

規
定
が
適
用
さ
れ

る
建
築
物

法
第
六
十
一
条
本

文
の
規
定
が
適
用

さ
れ
る
建
築
物

各
階
平
面
図

開
口
部
及
び
防
火
設
備
の

位
置

各
階
平
面
図

開
口
部
及
び
防
火
設
備
の

位
置

耐
力
壁
及
び
非
耐
力
壁
の

位
置

耐
力
壁
及
び
非
耐
力
壁
の

位
置

外
壁
、
そ
で
壁
、
塀
そ
の

他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

の
位
置
及
び
高
さ

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等

消
火
設
備
の
配
置

外
壁
、
袖
壁
、
塀
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の

位
置
及
び
高
さ

耐
火
構
造
等
の
構
造
詳

細
図

主
要
構
造
部
の
断
面
及
び

防
火
設
備
の
構
造
、
材
料

の
種
別
及
び
寸
法

二
面
以
上
の
立
面
図

開
口
部
の
面
積
、
位
置
、

構
造
、
形
状
及
び
寸
法

法
第
六
十
一
条
た

だ
し
書
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
建
築

物

耐
火
構
造
等
の
構
造
詳

細
図

主
要
構
造
部
、
軒
裏
及
び

門
又
は
塀
の
断
面
の
構
造

及
び
材
料
の
種
別

二
面
以
上
の
断
面
図

換
気
孔
の
位
置
及
び
面
積

窓
の
位
置
及
び
面
積

耐
火
構
造
等
の
構
造
詳

細
図

主
要
構
造
部
の
断
面
及
び

防
火
設
備
の
構
造
、
材
料

の
種
別
及
び
寸
法

令
第
百
三
十
六
条

の
二
第
五
号
の
規

定
が
適
用
さ
れ
る

建
築
物

構
造
詳
細
図

門
又
は
塀
の
断
面
の
構

造
、
材
料
の
種
別
及
び
寸

法

令和元年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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